
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度第１回 

東淀川区ＢＣＰ学びの場 

～みんなの意見を吸い上げ、決して他人事と思わない 

「関わるマニュアル」を作成する～ 

実施報告書 
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東淀川区役所地域課 
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１．名      称：令和元年度第１回東淀川区ＢＣＰ学びの場 

２．日      時：令和元年８月 30 日（金）15：00～17：00 

３．会      場：東淀川区役所３階 304 会議室 

４．コーディネーター：城下英行氏（関西大学社会安全学部准教授） 

５．主      催：東淀川区役所地域課（担当：天野、森川） 

６．参 加 者 数：９人（９団体） 

７．プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：00 開催挨拶 

15：05 東淀川区役所のＢＣＰ策定支援メニューについて 

15：15 ＢＣＰとは 

15：30 グループディスカッション～「関わるマニュアル」を作成するために～ 

実施概要 
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 東淀川区役所では、４つのＢＣＰ策定支援メニューがある。地域課が、下記の「東淀川区役所ＢＣＰ

策定支援メニューチラシ」を参考に説明をした。 

 

 

東淀川区役所のＢＣＰ策定支援メニューについて 
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 城下英行関西大学社会安全学部准教授が、ＢＣＰに対する考え方、日本企業のＢＣＰ策定の現状など、

ＢＣＰの基礎知識を説明した。（「事業継続計画書（ひな形）を用いたＢＣＰ策定マニュアル 第３版」

を参照） 

 

（１）ＢＣＰに対する考え方 

 ・ＢＣＰとは、Business（事業）、Continuity（継

続）、Plan（計画）の頭文字を取ったもので、自然

災害等脅威が起こっても事業を続けるための計画

である。 

 ・事業継続を考える上での、「事業」とは、少なく

ともこれは外せないという屋台骨になる事業（最重

要業務）のことである。 

 ・どうやって「事業」を決めるのかは、各企業に

よって異なる。主に「製品やサービス」、「拠点」、

「取引先との関係性」などが挙げられる。 

 ・脅威とは、「家畜伝染病」、「伝染病・感染症」、

「自然災害」、「テロリズム」、「情報セキュリティ事故」、「サプライチェーンの途絶」などが挙げら

れる。どの脅威が、それぞれの事業に影響を与えるのかを知ることが重要である。中でも、「自然災

害」はどの事業所でも脅威となると考えられる。 

 

（２）日本企業のＢＣＰ策定の現状 

  

特に「自社には不要」という答えが中小企業に多

い。現在、日本の企業の大多数が中小企業であり、

その中小企業のＢＣＰ策定率が低いということは、

この「自社には不要」という意識を変えていくこと

が最重要課題であるといえる。 

 

 

 

 

 

ＢＣＰとは 

①大企業よりも中小企業の方が、ＢＣＰの策定率が低い。 

②ＢＣＰが策定できない理由として、「ノウハウがない」、「自社には不要」という意見が多い。 
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「東日本大震災発生後に重要な業務が停止した理由」の中で、上位はインフラ・ライフラインに関す

る理由が多く、自社の責任ではコントロールできない要因となっている。また、東日本大震災の際にＢ

ＣＰは機能したかというアンケートでは、中小企業の方が十分したと答えている。つまり、ＢＣＰは中

小企業において特に役立つということが分かる。 

 

 

東日本大震災による倒産を見ると、90％以上が「間接被害（取引先・仕入先の被災による販路縮小や

製品・原材料・資材の入手不足、受注キャンセルなどが影響した被害）」である。最悪の場合、自社の倒

産、取引先の倒産につながる恐れがあることが分かる。 
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（３）ＢＣＰとは 

防災計画というのは、自社が浸水しないためにどうするのかなど、どちらかといえば直接被害を防ぐ

ための計画といえる。対してＢＣＰは、間接被害を防ぐための計画といえる。 

ＢＣＰとは、文書化された事業継続の成果物。つまり、「文書」である。この「文書」というのが今回

考えたいテーマである。 
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 「ＢＣＰとは」でもあったように、現在、日本

企業のＢＣＰの策定はなかなか進んでいないのが

現状である。それは、心のどこかで 

「ＢＣＰなんか作っても、実際には役に立たな

い」 

「ＢＣＰがなくてもなんとかなるだろう」 

という思いがあるからではないだろうか。 

 今回、ＢＣＰをはじめとするマニュアルを役立

てるにはどうすればいいのかグループワークを交

えて話し合った。 

 

（１）マニュアルといえば？ 

 以下のように、マニュアルについてのワークショップを行った。 

 

 

 意見が出たあと、各グループで出た意見、分類した特徴を発表してもらった。 

 

グループディスカッション～「関わるマニュアル」を作成するために～ 

マニュアルや説明書と聞いて思いつく文章類を書き出してください。 

 －ふせん１枚にひとつ書いてください。 

 －「家電」ではなく、「冷蔵庫」のような細かさで書いてください。 

 

グループの中で、付せんに書いたマニュアルを「よく使う」、「どちらともいえない」、「全く使わない」

に分類し、その名前と理由を１枚ずつ話してください。 

 －もし同じものがあれば、その上に重ねてください。 

 －付せんがなくなるまで、話し合ってください。 
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●模造紙（イメージ図） 

Ａグループ 

よく使う どちらともいえない 全く使わない 

 業務マニュアル 

 ケアプラン作成 

 薬剤 

 苦情対応 

 感染対策 

 身体拘束 

 地域防災 

 消毒 

 個人情報 

 認知症ケアマニュアル 

 緊急時対応マニュアル 

↓ 

業務に関すること、改訂され

るもの 

 事故対応時のマニュアル 

 無線機 

 セキュリティーキー 

 車 

 虐待防止 

 自動火災報知機 

 

 

 

 

 

↓ 

業務に関すること、経験でカバ

ーできる、分厚い 

 オーブントースター 

 エアコン 

 テレビ 

 携帯電話 

 ＤＶＤプレーヤー 

 プリンター・ＦＡＸ 

 電子レンジ 

 パソコン 

 スピーカー 

 

 

↓ 

家電、知らなくても困らない 

 

Ｂグループ 

よく使う どちらともいえない 全く使わない 

 Ｊ：ＣＯＭの取扱説明書 

 料理のレシピ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 

頻度が高い 

 事故防止マニュアル 

 服薬 

 感染防止マニュアル 

 感染症予防 

 食中毒防止 

 接客 

 ＩＳＯ 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 

業務 

 パソコン 

 ＡＥＤ 

 スマートフォン 

 生命保険 

 カギ 

 時計 

 オーブンレンジ 

 テレビ 

 ガス釜 

 自動車 

 救急搬送 

 応急処置 

 防災マニュアル 

 業務マニュアル 

↓ 

ものの操作 
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●まとめ 

 

（２）ＢＣＰを「作る」とは？ 

 ①家を「作る」とチームを「作る」 

  家を「作る」とチームを「作る」、その違いは何か、どんなイメージがあるか参加者から聞いた。 

  出た意見 

家を「作る」 チームを「作る」 

タテ ヨコ 

モノ ヒト 

「建てる」 「育てる」 

予測が立つ（設計できる） 予測が立たない 

 

家を「作る」工程は、はっきり目に見えることができるが、チームを「作る」場合は、例えばテー

ブル席に４人座っているのを見た場合、単に４人が相席をしているだけかもしれず、チームではない

かもしれないというように目に見えない。つまり、人が集まっているだけでは、チームとは限らない

のである。 

 

 ②「作る」時に大切なものは？ 

  チームを作るときに大切なものは、例えば「名簿」なのか。名簿があればメンバーの名前が分かる

が、チームの雰囲気は分からない。それでは、ＢＣＰを作るときに大切なものは何か。 

 

 

 

 

 

①Ａ、Ｂ両グループ同じような意見、分類をされていた。 

・Ａグループは、業務か家電かで分類していた。 

・Ｂグループは、「モノ」と「ヒト」という言い方で分類していた。 

・家電を「モノ」、業務を「ヒト」と言い換えると同じような分類になるので、両グループ同じ

ように分類したのではないか。 

②「よく使う」、「どちらともいえない」に分類されたものの違いは、自分だけ使うものではなく、

他人も使う可能性が限りなく高いものが「よく使う」に分類されていた。つまり、他人と何か

を行う上でのマニュアルというのは比較的使われることが分かった。 

③「よく使う」、「どちらともいえない」に分類されたもののもう一つの違いは、Ａグループは「改

訂するか」、「経験でカバーできるか」で、Ｂグループは使われる「頻度」で分類されていた。 

④特徴的だったのは、Ｂグループの「防災マニュアル」は相手が「モノ」ではないのに「全く使

わない」に分類されていたこと。これが防災マニュアルやＢＣＰの特殊性であると考える。 

家を「作る」のように、はっきり目に見えることができることが大切なのか？ 

ＢＣＰをもう少し違った視点で考えることがあるのではないか？ 

コーディネーターの意見 

家を「作る」 チームを「作る」 

目に見える 目に見えない 
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（３）ＢＣＰのようなマニュアルを意味あるものにするには？ 

 「ＢＣＰのようなマニュアルを意味あるもの

にするには」というテーマで、以下のようなワ

ークショップを行った。 

 

テーマが難しく、意見が出にくいと考えられるため、ディズニーランドなどテーマパークの経営・運

営を行っている株式会社オリエンタルランドの事例を紹介した。 

 

 ●出た意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●グループ発表 

各グループで話し合ったあと、グループの代表者から出た意見について発表した。 

ＢＣＰのようなマニュアルを作って、従業員に周知するにしてもまずはその前に自分の事業所が、

事業が止まることによってどのような損失が出るのか、どのくらい地域、社会に影響を及ぼすのかを

説明したり、みんなで情報共有したりしてから、周知するといいと考える。 

  また、職員一人ひとりの危機意識を高めることを先にすることが重要と考える。職員一人ひとりの

生活を配慮することを含めて考えて作成するとよいと考える。 

 

・ふせん一枚に一つの意見をお書きくださ

い。 

・作るプロセス、使う（見直す）プロセス、

どの時点の話でも結構です。 

－「説明会をする」ではなく、「×××の

ための説明会をする」のように具体的に

お書きください。 

Ａグループ 

・事業継続の重要性を先に！ 

・個々のリスク意識を高める 

Ｂグループ 

・企業の理念、行動基準をまとめる、話し合い 

・社員・スタッフの安全のための理念性（生活の確保） 

・スタッフの安全・生活のために…（身近に感じてもらう） 

 ・何が大切な事業なのか 

 ・目的意識の共通認識 

 ・必要性の共有 
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 ●まとめ 

  ディズニーランドなどのテーマパークの経営・運

営を行っている株式会社オリエンタルランドには、

“ＳＣＳＥ”という行動基準がある。この行動基準

があることによって、発災時、マニュアルがない、書

かれていないという事態であっても現場の判断で行

うことが可能なシステムになっていると言われてい

る。 

  実際に、東日本大震災の際は、現場の判断で商品

を被災者の非常食用に配ったり、頭を守るために商

品のぬいぐるみを配ったりするなどの対応を行っ

た。 

これはマニュアルがあったからできた行動では

ないと考える。マニュアルではなく、“ＳＣＳＥ”

という行動基準があったからではないか。“ＳＣＳ

Ｅ”はマニュアルを巻き込むような思想・目的・理

念になっていると考える。これが逆転し、マニュア

ルありきになってしまうと、目的や理念がコント

ロールされてしまい、目的や理念がマニュアル化

されてしまう。 
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チームというのは、名簿に載っているからチームということではなく、共通する目的や理念がある

からチームとして思うことができるというように、ＢＣＰにとって重要なことは、文書であることで

はなく、ＢＣＰが持っている目的や理念がどれだけ共有されているかである。 

私たちは必ず何かのチーム、組織、社会に属している。その一方で、そのチームなどからも影響を受

けている。それは、そのチームにある“かや”（“空気感”）である。ここでいう“空気”とは、「空気を

読む」の“空気”、つまり雰囲気である。 

ＢＣＰの作成をそのチームの特定の人が担当し、他の人に共有してもうまく伝わらない。ＢＣＰに

関わる“かや”を作って、その中でその場の“空気”つまり、目的や理念を共有することが重要である。 

 

ポイント 

 

まとめ 

・マニュアルの文言を理解することではなく、マニュアルの背景にある目的や理念を共有することが

重要 

・チームをチームたらしめているのは、名簿ではなく、共有する目的や理念 

ＢＣＰをＢＣＰたらしめるのは、印刷物ではなく、目的や理念の共有 


